




2024 秋 哲学専攻 M 哲学史及び思想史 
【問い】 
以下の 10 問から 5 問を選び、簡潔に記せ。 
①アルケー  ②プラトン『イオン』  ③カタルシス  ④暫定的道徳 
⑤『人知原理論』  ⑥『法の精神』  ⑦二律背反 
⑧上部構造/下部構造  ⑨プラグマティズム ⑩四諦  
 
【模範解答】（それぞれの問題についての解答例） 
① アルケー 

「アルケー」は古典ギリシア語で「始まり」「起源」「支配」を意味する。前 6 世紀のミレトス学派は
万物の根源としてアルケーを探究し、タレスは水、アナクシマンドロスはト・アペイロン（無限定な
もの）、アナクシメネスはアエール（空気）としたと伝えられる。アリストテレス『形而上学』第 1 巻
ではこの探究を哲学の起点として整理するが、「アルケー」という語が彼ら自身の真正断片に常に見
えるわけではなく、多くはテオプラストス経由の証言に依拠する。 
 

② プラトン『イオン』 
プラトンの書いた対話篇で、初期対話篇に分類される。副題は「『イリアス』について」だと伝えら
れる。ソクラテスの対話相手は吟唱詩人イオンであり、イオンはホメロスの吟唱だけに卓越している
と言う。ソクラテスはイオンのその能力が、知識によるものではなく、「神の特別な恩恵」によるも
のであることを明らかにする。詩人はムーサに取りつかれて正気を失って詩を作り、その狂気は磁石
の磁力の様に吟唱詩人を通じて観客に伝わるというのだ。なお、こういった詩人狂気説はギリシア人
の詩人に対する見方の一つではあった。 
 

③ カタルシス 
古典ギリシア語で「浄化」を意味する。治療の文脈では下剤などによる排出のことを指す。プラトン
『パイドン』では哲学は死の練習とされるが、それは死が肉体からの魂の解放であるからで、哲学は
魂を身体から可能な限り分離させるカタルシスだとも言われる。アリストテレスは『詩学』第 6 章で、
悲劇を見た人が、憐れみと恐れによって、その種の情動のカタルシスを成就するとしている。観客は
悲劇的場面で涙を流しスッキリするということだと解釈されることが多いが、「涙」という語はそこ
にはない。 
 

④ 暫定的道徳 
デカルトが『方法序説』第三部で提示したもの。学的な真理を探究する間にも、人々の間で生きてい
かねばならない以上、実践上での暫定的な方針がデカルトには必要であった。探究の障害を最小化し
つつ、後悔なき満足のうちに生きるためのものであり、次の格率から成る。１）自分の国の法と慣習
に従い、最も賢明で穏健な意見に従う。２）不確実な中でも優柔不断を避ける。３）世界を変えるよ
りも自分の欲望を支配することに努める。以上に加えて、４）生涯を理性の陶冶と真理の探究に費や
す、というより個人的な格率を含める場合もある。 



⑤ 『人知原理論』 
アイルランドの哲学者ジョージ・バークリが 1710 年に刊行した書物である。いわゆる観念論、ある
いは本人の言うところの「物質否定論」（immaterialism）が提唱されたことでよく知られる。バーク
リは本書において、心のなかの観念こそが我々が直接に知覚する「物体」にほかならないと主張し、
特定の諸観念の秩序はそれを生み出す神の存在する証拠であると主張した。そうして彼は懐疑主義と
無神論に抗しつつ、「常識」を擁護しようとした。 
 

⑥ 『法の精神』 
モンテスキューによる１７４８年の著作。諸存在を支配する多様な「法・法則」のうち、国家におい
て人を支配する「法」がいかなるものであるかを、政府（政体）の諸形態と重ねて考察する。法に唯
一の理想的な形態があるという理論を提示するのではなく、法は国家とその政体ごとに、その規模、
気候風土や宗教などとも連関しながら多様な形態を取るのだという経験的考察のほうを重視した。こ
の意味で、この『法の精神』は、近代的政治社会学の開始を告げる書と位置づけられる（なお「三権
分立」という主題は、本書にとっては周辺的な話題に過ぎない）。 
 

⑦ 二律背反 
ドイツ語では Antinomie（アンチノミー）という。二つの矛盾する命題が同等の権利をもって主張さ
れること。二律背反をなす肯定の命題はテーゼ（定立）、その反対命題はアンチテーゼ（反定立）と
よばれる。カントは『純粋理性批判』において、理性が陥る二律背反について論じている。例えば、
テーゼ「世界は空間・時間的に有限である」、アンチテーゼ「世界は空間・時間的に無限である」とい
うようなものである。こうした二律背反は、理性が経験の範囲外のことに言及しているがゆえに生じ
る。 
 

⑧ 上部構造/下部構造 
マルクスが『経済学批判』において、社会の構造を示すために用いている概念。この本での彼の基本
的な考えは、物質的生活の生産様式が社会的、政治的、精神的生活の諸々の過程を制約するというも
のである。そのため、上部構造は精神的なもの（法律・政治・宗教・芸術・哲学など）であり、それ
を制約する土台としての下部構造は物質的・経済的なもの（生産関係の総体としての経済的機構）で
あるとされる。 
 

⑨ プラグマティズム 
南北戦争後に C・S・パースによって生み出され、ウィリアム・ジェイムズによって喧伝され、その
後、さまざまな変貌を遂げながらも現在に至るまで大きな影響を持ち続けているアメリカの思想潮流
である。その中心には意味の理論および真理の理論がある。多くの哲学者たちが独自のプラグマティ
ズムを発展させてきたが、我々が何かを真だと信じることは、我々の具体的な実践との密接な関係を
持っているという発想がその核心である。 
 
 



⑩ 四諦 
釈迦が提唱したとされる四種の真理。最初の説法である「初転法輪」によって説かれたともされる。
四苦八苦に代表されるように、現世や輪廻の様相を苦ととらえる「苦諦」。その苦が発生する要因を
十二因縁や渇愛などで示す「集諦」。苦やその原因から離れるための実践としての八正道からなる「道
諦」。一切の苦から離れた境地である涅槃を明らかにする「滅諦」。後に様々な宗派を生じる仏教であ
るが、「煩悩を断ち、輪廻から解脱して涅槃へ至る」という基本思想を有しているのが「四諦」であ
る。 




